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「腸管神経系発生と病理の分子機構」 
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腸管神経系は末梢神経系で最大の神経系であり、その原基は、発生早

期に腸管壁に侵入した腸管神経前駆細胞が移動しながら腸管壁を全長

にわたって覆うことにより形成される。この過程に異常が起こると先天的

な腸管神経系の欠損が起こり、ヒトではヒルシュスプルング病としてしら

れている。本セミナーでは、我々が見出してきた腸管神経前駆細胞のユ

ニークな振舞いを紹介し、腸管生理や病態への関連について考察する。 
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